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（予告）令和８年度 札幌医科大学医学部入学者選抜について 概要版 

 

 本学では、令和７年度に実施する令和８年度札幌医科大学医学部入学者選抜について、先の予

告のとおり、学校推薦型選抜「先進研修連携枠（ATOP-M）」（以下「ATOP-M」という。）を廃止しま

す。また、入学者選抜方法に総合型選抜を導入するとともに一般選抜「ATOP-M」を廃止し、「札医

大卒後研修枠」とします。 

変更内容は次のとおり予定していますので、お知らせいたします。 

なお、今後の状況により、変更する場合があります。変更がある場合は、ホームページ等で公

表します。 

 

Ⅰ 募集人員 

 【変更前】 

 

 【変更後】 

 

Ⅱ 日程 

 
一般選抜 

変更前 変更後 

学校推薦型選抜 総合型選抜 学校推薦型選抜 

出願受付 

変更なし 

11月中旬～11月下旬 10月上旬 11月上旬 

本学試験日程 ２月上旬 11月下旬 

合格発表 ２月中旬 ２月中旬 

 

Ⅲ 入学者の選抜方法 

 １ 一般選抜 

   原則変更なし（「先進研修連携枠（ATOP-M）」を「札医大卒後研修枠」に置き換えてくださ

い）。 

 

 ２ 総合型選抜 

 （１）出願資格・出願方法等 

出願資格 

北海道内に所在する高等学校又は中等教育学校を令和７年３月以降卒業

又は令和８年３月卒業見込みの者のうち、最終学年を含む３年以上継続して

北海道内に在住する者（ただし、既卒者にあっては出願時の住所が北海道内・

北海道外を問わない）で、次のすべての要件に該当し、卒業又は卒業見込み

の者 

 ア 高等学校又は中等教育学校における調査書の成績が、全体の学習成績

概評でＡ段階に属する者で、人物、学力ともに優秀であり、将来、医学

の分野において社会に貢献する意欲のある者 

 イ 大学入学共通テストにおいて、本学が指定した出題教科・科目をすべ

て受験する者 

 

学部・学科 合計 

一般選抜（前期日程） 学校推薦型選抜 

一般枠 
先進研修連携枠

（ATOP-M） 

先進研修連携枠

（ATOP-M） 
特別枠 

医学部 医学科 110 20 55 20 15 

学部・学科 合計 
一般選抜（前期日程） 総合型選抜 学校推薦型選抜 

一般枠 札医大卒後研修枠 道民枠 特別枠 

医学部 医学科 110 20 55 20 15 

学務課入試係
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出願資格 

 ウ 医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修を修了後、所定のプ

ログラム（卒後の必修プログラム）に従事することを確約できる者 

  （所定のプログラムは詳細版で確認してください） 

 エ 合格した際に入学を確約できる者 

出願方法等 

ア 総合型選抜（道民枠）と学校推薦型選抜（特別枠）との併願はできま

せん。どちらか一方への専願となります。 

イ 他の国公立大学の総合型選抜及び学校推薦型選抜との併願は認めま

せん。 

ウ 総合型選抜の出願者は、本学の総合型選抜に不合格であった場合に

備えて、本学又は他の国公立大学の一般選抜に出願することができま

す。 

なお、本学の一般選抜に出願する場合は、総合型選抜の出願とは別に

出願しなければなりません。 

エ 入学しない場合は、志願者から理由書の提出を求めます。 

 

  （２）出願書類 

出願書類等 摘 要 

ア 入学願書 規定様式で提出 

イ 入学検定料 

   17，000円 

変更なし 

ウ 調査書等 変更なし 

エ 自己推薦書 課題型（課題については、当該年度の学生募集要項で公表します） 

オ 活動報告書 
高校生活等の学業や課外活動若しくは校外活動で達成できたこと、

自信を持って言えることなどを記載してください。 

カ 確約書 内容は詳細版で確認してください。 

キ 住民票等 最終学年を含む３年以上継続して道内に在住していることが確認で

きる書類 

 

  （３）入学者の選抜方法 

区 分 選抜方法 

第１段階選抜 

志願者数が、募集人員を大幅に上回る場合には、出願書類の

内容に基づいて第１段階選抜を行うことがあります。この場

合は、第 1段階選抜合格者にのみ第２段階選抜考を行います。 

第２段階選抜 

第１次試験 

・小作文（ミニ講義による） 

・自己推薦書 

・個人面接 

・集団面接 

※調査書、活動報告書は面接の際の資料とします 

第２次試験 

・大学入学共通テスト 

※出題教科・科目等及び配点内訳は詳細版で

確認してください 
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３ 学校推薦型選抜 

  （１）出願資格・出願方法等 

出願資格 

北海道内に所在する高等学校又は中等教育学校を令和７年３月以降卒業

又は令和８年３月卒業見込みの者のうち、最終学年を含む３年以上継続し

て北海道内に在住する者（ただし、既卒者にあっては出願時の住所が北海道

内・北海道外を問わない）で、次のすべての要件に該当し、卒業又は卒業見

込みの高等学校又は中等教育学校の学校長が推薦する者 

なお、学校長が推薦できる人数は１つの高等学校又は中等教育学校につ

き３名以内とし、本学の総合型選抜（道民枠）と重複して出願することはで

きません。 

ア 高等学校又は中等教育学校における調査書の成績が、全体の学習成

績概評でＡ段階に属する者で、人物、学力ともに優秀であり、将来、医

学の分野において社会に貢献する意欲のある者 

イ 大学入学共通テストにおいて、本学が指定した出題教科・科目をすべ

て受験する者 

ウ 本学を卒業後、北海道内の医療機関に９年以上勤務し、かつ、当該勤

務期間のうち北海道医師養成確保修学資金貸付条例の規定に基づく５

年以上の期間を北海道知事が指定する公的医療機関等で勤務すること

を確約するとともに、修学資金制度の内容を承知している者 

 エ 合格した際に入学を確約できる者 

 

出願方法等 

ア 総合型選抜（道民枠）と学校推薦型選抜（特別枠）との併願はできま

せん。どちらか一方への専願となります。 

 イ 国公立大学・学部への学校推薦型選抜の出願は、１つの大学・学部等

に限られています 

ウ 他の国公立大学の総合型選抜との併願は認めません。 

エ 学校推薦型選抜の出願者は、本学の学校推薦型選抜に不合格であっ

た場合に備えて、本学又は他の国公立大学の一般選抜に出願すること

ができます。 

なお、本学の一般選抜に出願する場合は、学校推薦型選抜の出願とは

別に出願しなければなりません。 

 オ 入学しない場合は、学校に理由書の提出を求めます。 

 

  （２）出願書類 

出願書類等 摘 要 

ア 入学願書 変更なし 

イ 入学検定料 

   17，000円 

変更なし 

ウ 調査書等 変更なし 

エ 推薦書・推薦理由書 変更なし 

オ 自己推薦書 変更なし 

カ 活動報告書 
高校生活等の学業や課外活動若しくは校外活動で達成できた

こと、自信を持って言えることなどを記載してください。 

キ 確約書 変更なし 

ク 住民票等 変更なし 
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  （３）入学者の選抜方法 

区 分 選抜方法 

第１段階選抜 

志願者数が、募集人員を大幅に上回る場合には、出願書類の内

容に基づいて第１段階選抜を行うことがあります。この場合

は、第 1段階選抜合格者にのみ第２段階選抜考を行います。 

第２段階選抜 

第１次試験 

・小作文 

・自己推薦書 

・個人面接 

※調査書、活動報告書は面接の際の資料とします 

第２次試験 

・大学入学共通テスト 

※出題教科・科目等及び配点内訳は詳細版で確

認してください 

 

  




